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(57)【要約】
カラー画像を表示するのに適したレーザー投影装置（Ｌ
ＰＤ）が開示される。ＬＰＤは、マルチカラーディスプ
レイを生成するためにディスプレイスクリーン上に配置
された種々の光輝性物質を励起させるために使用される
。加えて、スクリーンは、レーザースペックルを減少さ
せるために移動可能なように取り付けられ得る。本発明
は概して電子ディスプレイに関連しており、さらに詳し
くはマルチカラーレーザー投影ディスプレイ（ＬＰＤ）
に関連している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像を表示するための装置であって、
　第１の予め選択された方向に偏光されたレーザービームを伝達するように適合されたレ
ーザー投影装置と、
　該レーザービームを受け該レーザービームの実質的な部分が通過するように適合された
偏光子と、
　該偏光子を通過する該レーザービームの該部分を受けるように適合されたスクリーンと
　を備える、装置。
【請求項２】
レーザー投影装置により画像を表示するための方法であって、
　第１の偏光方向に、該レーザー投影装置により投影されたレーザー光を配置することと
、
　該レーザー投影装置により投影された該レーザー光の該偏光方向に実質的に類似する方
向を有する偏光子を該レーザー光の少なくとも実質的な部分が通過することと、
　該偏光子を通過した該レーザー光をスクリーンに伝達することと
　を含む、方法。
【請求項３】
レーザースペックルを制御可能に減少させるレーザー投影システムであって、
　フレームと、
　該フレームと柔軟に結合されたスクリーンと、
　該スクリーンと結合され該スクリーンにおける移動を誘発するアクチュエーターと
　を含む、システム。
【請求項４】
前記アクチュエーターが、周期的な信号により、該アクチュエーターを励起するための制
御装置をさらに含む、請求項３に記載のレーザー投影システム。
【請求項５】
前記スクリーンが、ディスプレイスクリーンおよびレンズをさらに含み、該レンズが前記
フレームと柔軟に結合し、前記アクチュエーターによる移動に適合された、請求項３に記
載のレーザー投影システム。
【請求項６】
前記レンズがレーザー光を受け、前記ディスプレイスクリーン上に該レーザー光の焦点を
合わせるように配置させた、請求項５に記載のレーザー投影システム。
【請求項７】
前記レンズがフレネルレンズを含む、請求項５に記載のレーザー投影システム。
【請求項８】
ディスプレイスクリーンが背面投影スクリーンを含む、請求項３に記載のレーザー投影シ
ステム。
【請求項９】
レーザースペックルを制御可能に減少させる方法であって、
　スクリーン上にレーザー光を投影することと、
　該スクリーンを制御可能に移動することと
　を含む、方法。
【請求項１０】
前記スクリーンを制御可能に移動することは、周期的な信号でアクチュエーターを励起さ
せることをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
前記スクリーンがディスプレイスクリーンおよびレンズからなり、該ディスプレイスクリ
ーンを制御可能に移動することは、該レンズを制御可能に移動することをさらに含む、請
求項９に記載の方法。
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【請求項１２】
前記スクリーン上にレーザー光を投影することは、レーザー光を、前記レンズを通って前
記ディスプレイスクリーン上まで通過させることをさらに含む、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
前記レーザー光を、前記レンズを通って前記ディスプレイスクリーン上まで通過させるこ
とは、該レーザー光を、フレネルレンズを通って該ディスプレイスクリーンまで通過させ
ることをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
前記レーザー光を、前記フレネルレンズを通って前記ディスプレイスクリーン上まで通過
させることは、該レーザー光を、該フレネルレンズを通って背面投影スクリーン上まで通
過させることをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
画像を表示するための装置であって、
　第１の予め選択された周波数の第１のレーザービームを伝達するように適合されたレー
ザー投影装置と、
　該レーザービームにより照射されることに応答して該第１の予め選択された周波数の光
を放射するように適合された第１の光輝性物質と、該レーザービームにより照射されるこ
とに応答して第２の予め選択された周波数の光を放射するように適合された第２の光輝性
物質とを有するスクリーンと
　を備える、装置。
【請求項１６】
前記第１の光輝性物質が、前記スクリーン上の少なくとも１つの第１の予め選択された範
囲内に配置され、前記第２の光輝性物質が、該スクリーン上の少なくとも１つの第２の予
め選択された範囲内に配置される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
前記第１および第２の光輝性物質のうちの少なくとも１つが残光持続性物質である、請求
項１５に記載の装置。
【請求項１８】
画像を表示するための装置であって、
　第１の予め選択された周波数の第１のレーザービームと第２の予め選択された周波数の
第２のレーザービームとを伝達するように適合されたレーザー投影装置と、
　該第１のレーザービームによって照射されることに応答して該第１の予め選択された周
波数の光を放射するように適合された第１の光輝性物質と、該第２のレーザービームによ
って照射されることに応答して該第２の予め選択された周波数の光を放射するように適合
された第２の光輝性物質とを有するスクリーンと
　を備える、装置。
【請求項１９】
前記第１のレーザービームが紫外レーザービームであり、前記第２のレーザービームが赤
外レーザービームである、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
前記第１の光輝性物質が、前記紫外レーザービームによって照射されることに応答して青
色の光を放射し、前記第２の光輝性物質が、前記赤外レーザービームによって照射される
ことに応答して赤色の光を放射する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
前記レーザー投影装置が第３の予め選択された周波数の第３のレーザービームを伝達する
ように適合された、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
前記第３のレーザービームが緑色のレーザービームである、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
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マルチカラーディスプレイを生成するために、前記第１、第２および第３のレーザービー
ムの、強度および位置を制御する制御装置をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概して電子ディスプレイに関連しており、さらに詳しくはマルチカラーレーザ
ー投影ディスプレイ（ＬＰＤ）に関連している。
【背景技術】
【０００２】
　（関連技術の記載）
　単色または白黒のＬＰＤはラスターベースの走査システムを用いることによってインプ
リメントされてきた。ラスターベースのＬＰＤは、レーザーと、ラスターパターンにおい
て画面上にレーザー光を走査させるために、水平および垂直な方向に移動する発振鏡とを
使用する。鏡の移動に合わせてレーザーを制御可能に変調することにより、２次元画像が
生成され得る。実際、ＬＰＤは、数１０～数１００ＭＨｚの範囲の周波数において鏡を変
調することによりＶＧＡまたはより高分解能の質の高い画像を生み出し得る。
【０００３】
　しかしながら、白黒のディスプレイは有用性において制限され、他方でフルカラーディ
スプレイは広範囲に使用され、一般社会に要求され受け入れられている。フルカラーＬＰ
Ｄは、広範囲の色を生成するために、赤色、青色および緑色のレーザー光の制御可能な合
成により生成され得る。通常、赤色、青色および緑色のレーザーは市販されているが、半
導体レーザーダイオードのような小型の因子においては不可能で、画像データ用いてこれ
らのレーザーを変調することは困難であることが実証されている。
【０００４】
　本発明は、上記記載した１つ以上の問題の影響を克服または少なくとも減少することに
向けられている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
（発明の要旨）
　本発明の１つの側面において、レーザー投影装置によって投影された画像を表示するた
めの方法が提供される。本方法は、第１の偏光方向においてレーザー投影装置によって投
影されたレーザー光を配置することと、レーザー投影装置により投影されたレーザー光の
偏光方向に実質的に類似する方向を有する偏光子をレーザー光の少なくとも実質的な部分
が通過することと、偏光子を通過したレーザー光をスクリーンに伝達することと、を含む
。
【０００６】
　本発明の他の側面において、画像を表示するための装置が提供される。本装置は、第１
の予め選択された方向に偏光されたレーザービームを伝達するように適合されたレーザー
投影装置と、レーザービームを受けレーザービームの実質的な部分が通過するように適合
された偏光子と、偏光子を通過するレーザービームの部分を受けるように適合されたスク
リーンと、を備える。
【０００７】
　本発明の他の側面において、レーザースペックルを制御可能に減少させるためのレーザ
ー投影システムが提供される。本システムはフレームと、フレームと柔軟に結合されたス
クリーンと、アクチュエーターと、を含む。アクチュエーターはスクリーンにおける移動
を誘発するようにスクリーンに結合される。
【０００８】
　本発明のさらなる他の側面において、レーザースペックルを制御可能に減少させるため
の方法が提供される。本方法はスクリーン上にレーザー光を投影することと、スクリーン
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を制御可能に移動することと、を含む。
【０００９】
　本発明のさらなる他の側面において、画像を表示するための装置が提供される。本装置
はレーザー投影装置と、スクリーンと、を含む。レーザー投影装置は第１の予め選択され
た周波数の第１のレーザービームを伝達するように適合される。スクリーンは、レーザー
ビームに照射されることに応答して第１の予め選択された周波数の光を放射するように適
合された第１の光輝性の物質と、レーザービームに照射されることに応答して第２の予め
選択された周波数の光を放射するように適合された第２の光輝性の物質と、を有する。
【００１０】
　本発明のさらなる側面において、画像を表示するための装置が提供される。本装置は、
レーザー投影装置とスクリーンと、を含む。レーザー投影装置は、第１の予め選択された
周波数の第１のレーザービームと第２の予め選択された周波数の第２のレーザービームと
を伝達するように適合される。スクリーンは、第１のレーザービームに照射されることに
応答して第１の予め選択された周波数の光を放射するように適合された第１の光輝性物質
と、第２のレーザービームに照射されることに応答して第２の予め選択された周波数の光
を放射するように適合された第２の光輝性物質と、を有する。
【００１１】
　本発明は種々の修正および代替的な形態の影響を受けやすいが、その特定の実施形態は
例として図面中に示され、本明細書中に詳細に記載される。しかしながら、特定の実施形
態の本明細書中における記載は、本発明を開示した特定の形態に限定することを意図した
ものではなく、反対に、添付の特許請求の範囲により規定されるような本発明の精神およ
び範囲に含まれる、全ての修正物、同等物および代替物を対象とすることを意図している
ことは理解されるべきである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
（特定の実施形態の詳細な記載）
　本発明の図解的な実施形態が以下に記載される。明瞭にするために、実際のインプリメ
ンテーションにおける全特性を本明細書において記載するわけではない。もちろん、任意
のこのような実際の実施形態の開発において、数値的なインプリメンテーション特有の決
定が、システム関連およびビジネス関連における制約のコンプライアンスのような、イン
プリメンテーションごとに変化する開発者特有の目標を達成するためになされるべきであ
ることが、認識される。さらに、開発努力のようなものは、複雑で多大な時間を費やすが
、それにもかかわらず、本開示に利益を有する当業者にとって日常的な仕事であることが
認識される。
【００１３】
　以下の同時係属出願は、その全容において、本明細書における参照により本明細書に援
用される：Ｍｉｋ　Ｓｔｅｒｎら「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ
　Ａｌｉｇｎｉｎｇ　ａ　Ｐｌｕｒａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｌａｓｅｒｓ　ｉｎ　ａｎ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ」；Ｍｉｋ　Ｓｔｅｒｎら「Ｍｅｔｈ
ｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌａｂｌｙ　Ｒｅｄｕｃｉ
ｎｇ　Ｐｏｗｅｒ　Ｄｅｌｉｖｅｒｅｄ　ｂｙ　ａ　Ｌａｓｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ
　Ｄｉｓｐｌａｙ」；Ｎａｒａｙａｎ　Ｎａｍｂｕｄｉｒｉら「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　
Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｉｎ　
Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｕｓｉｎｇ　ａ　Ｌａｓｅｒ　Ｐｒ
ｏｊｅｃｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ」；Ｎａｒａｙａｎ　Ｎａｍｂｕｄｉｒｉら「Ｍｅｔ
ｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ　ａｎ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　ａ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｒ　ａｎｄ　ａ　Ｌａｓｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ」
；Ｐａｕｌ　Ｄｖｏｒｋｉｓら「Ａ　Ｃｏｌｏｒ　Ｌａｓｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　
Ｄｉｓｐｌａｙ」；Ｃｈｉｎｈ　Ｔａｎら「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ
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　ｆｏｒ　Ｃａｐｔｕｒｉｎｇ　Ｉｍａｇｅｓ　Ｕｓｉｎｇ　Ａ　Ｃｏｌｏｒ　Ｌａｓｅ
ｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ」；Ｆｒｅｄ　Ｗｏｏｄら「Ｍｅｔｈｏｄ　
ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｓｅｒｖｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ　ｉｎ　ａ　
Ｌａｓｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ」；Ｒｏｎ　Ｇｏｌｏｄｍａｎら「
Ａ　Ｌａｓｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ」；およびＣａｒｌ　Ｗｉｔｔ
ｅｎｂｅｒｇら「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ｌａｂｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｔｏｒｔｉｏｎｓ　ｉｎ　ａ　
Ｌａｓｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ」。
【００１４】
　図を参照し、特に図１を参照すると、本発明の一実施形態に従う、レーザー投影ディス
プレイ（ＬＰＤ）１００の様式的なブロック線図が示される。図解された実施形態におい
て、ＬＰＤ１００は、３つのレーザー１０２、１０４、１０６を含み、各レーザーは、単
色（例えば赤、緑または青）からなる光線１０８、１１０、１１２を放射可能である。当
業者は、本発明の精神および範囲から逸脱することなく、レーザーの数およびレーザーか
ら放射される光の色が変更され得ることを、認識する。
【００１５】
　レーザー１０２、１０４、１０６は、共通面１１４において配置されており、光線１０
８、１１０、１１２が、第１走査鏡１１８のような第１走査装置上の実質的な共通位置１
１６に向かうために、互いに角度を持つように方向付けられ、光線は、ここから光線１２
０、１２２、１２４として反射される。図解された実施形態において、第１走査鏡１１８
は、軸１２０において比較的高い速度で発振する（例えば約２０～３０ＫＨｚ）。第１走
査鏡１１８の回転または発振により、光線１０８、１１０、１１２が動かされる。すなわ
ち、第１走査鏡１１８の角の配置が変わると、第１走査鏡１１８からの光線１２０、１２
２、１２４の反射の角度も変化する。従って、鏡が発振すると、光線１２０、１２２、１
２４の２次元ディスプレイの一成分に沿う移動を発生させるために、反射光線１２０、１
２２、１２４が走査される。
【００１６】
　２次元ディスプレイの第２成分は、鏡１２６のような第２走査装置によって発生させら
れる。図解された実施形態において、第２鏡１２６は、第１鏡１１８の回転軸に実質的に
直交する軸について回転または発振する動きを発生させるために、回転軸１３０において
モーター１２８と結合される。光線１２０、１２２、１２４は、光線１３２、１３４、１
３６として鏡１２６から反射され、画面１３８の方向を向くようにされる。画面１３８は
、本発明の精神および範囲から逸脱せずに、種々の形態のうちの任意の形態になり得る。
例えば、画面１３８は、レーザー１０２、１０４、１０６によって、前方または後方を明
るくさせ得る固定されたスクリーンであり得、そしてＬＰＤ１００と共通の筐体（図示さ
れていない）内に含まれ得る。あるいは、画面１３８は、ＬＰＤ１００から離れた、任意
の便利な、壁またはスクリーンのような略平面な形態をとり得る。
【００１７】
　第２鏡１２６は、第１鏡１１８の速度と比較すると、比較的遅い速度で発振または回転
する（例えば、約６０Ｈｚ）。従って、図２に示されるように、光線１３２、１３４、１
３６は、一般的に、画面１３８上で経路１４０をたどることが認識される。当業者は、経
路１４０が、ブラウン管のテレビおよびコンピューターモニターにおいて共通に使用され
るラスター走査と形状および概念において類似していることを認識する。
【００１８】
　本発明は、別個の第１および第２の走査鏡１１８、１２６を使用する実施形態との関連
で本明細書に記載されるが、当業者は、同様の経路１４０が１枚の鏡を用いることで発生
され得ることを認識する。１枚の鏡は、２つの直交する軸に沿う、高速および低速の発振
の動作を与えるために、２つの回転軸について移動させることが可能である。
【００１９】
　図１から明確なように、レーザー１０２、１０４、１０６は、光線１０８、１１０、１
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１２を同一平面１１４内および同一点（鏡１１８上の回転軸１２０上）に伝えるために機
械的および光学的に配置されているが、レーザー１０２、１０４、１０６が角度を持った
配置をしている影響で、それぞれ異なる反射の角度を有し、その角度により光線１２０、
１２２、１２４が発散させられる。制御装置１４２は、光線１２０、１２２、１２４が、
第２鏡１２６から反射され、第２鏡１２６から画面１３８までの距離に相対的に関係なく
画面１３８上の同一点に伝えられ得るように、効果的に同一直線上に存在させる目的で、
レーザー１０２、１０４、１０６を制御可能に活性化するために与えられる。
【００２０】
　図３Ａおよび３Ｂを参照すると、光線１２０、１２２、１２４を同一直線に存在させる
ための制御装置１４２の操作が議論される。議論を簡潔にするために、２本のレーザー１
０２、１０４だけを図３に図解したが、当業者は、本明細書に記載される概念が、本発明
の精神および範囲から逸脱することなく、３本以上のレーザーに拡張され得ることを認識
する。図３Ａに示したように、レーザー１０２、１０４を同時に活性化する場合、反射光
線１２０、１２２は発散する。しかしながら、図３Ｂに示したように、レーザー１０２、
１０４がわずかに異なる時間で活性化されると、光線１２０、１２２は、単独の、共通の
経路をたどるようになり得る（すなわち、光線１２０、１２２は同一直線に存在する）。
たとえば、レーザー１０２が第１時間ｔ１において活性化されると、鏡１１８は実線で表
された第１の位置にあり、光線１０８は鏡１１８から光線１２０として反射する。続いて
、レーザー１０４が第２時間ｔ２において活性化されると、鏡１１８は破線で表した第２
の位置にあり、光線１１０は鏡１１８から光線１２２として反射する。時間ｔ２を精確に
制御することによって、鏡１１８は光線１２２を、光線１２０と実質的に同一な経路に沿
って、正確に反射するための配置に存在する。
【００２１】
　従って、制御装置１４２の操作を介して、光線１２０、１２２は実質的に同一な直線上
に存在するが、時間においてわずかにずらされている。すなわち、光線１２０、１２２は
どちらも画面１３８上の実質的に同一な点に投影されるが、わずかに異なる時間に投影さ
れる。しかしながら、人間の目の残光持続性の影響で、タイミングの差異は検知不可能で
ある。すなわち、図１に記載された３本のレーザーシステムの場合、各レーザー１０２、
１０４、１０６は、比較的短い時間帯で画面１３８上の実質的に同一な点に、単色のレー
ザー光および強度を制御可能に伝える。人間の目は３つの別個な色を検知できないが、む
しろ、不変で好ましい色調が画面上のその点に現れるように３つの光線の混合されたもの
を知覚する。当業者は、この過程が、画面１３８上に像を再現するために、経路１４０に
沿って何度も繰り返され得ることを認識する。
【００２２】
　上記したように、レーザー１０２、１０４、１０６は画像を表示するために制御され得
る。レーザー１０２、１０４、１０６の制御は、レーザー光の制御可能な移動および変調
を含む。図４を参照すると、本発明に使用され得る変調スキームの一実施形態が示される
。音響光学の結晶４００はレーザー４０２の前に配置される。変調装置４０４は画像デー
タをＲＦ信号に変換し、その信号は結晶４００に結合された圧電アクチュエーター４０６
を駆動する。回折格子内で転向する、圧電アクチュエーター４０６から生じた音響波は結
晶４００を介して伝播し、音響波の強度によって、主ビーム４０８からの光学的エネルギ
ーの一部を、複数の副ビーム４１０に発散させ、したがってビーム４０８は画像データに
より変調される。
【００２３】
　レーザー光の強度も図５に示される回路網により制御され得る。ＫｅｒｒセルまたはＰ
ｏｃｋｅｌｓセルのような電気光学装置５００はレーザー５０２の前に配置される。電気
光学装置５００は、通過する光の偏光を回転させる特性を持つ。変調装置５０４は画像デ
ータを電気信号に変換し、その信号は電極５０６に印加される。電極５０６に印加される
電気信号は、電極５０６に印加される電圧の大きさによって、レーザービーム５０８の偏
光を回転させる。電気光学装置５００から抜け出ると、レーザービーム５０８は偏光子５
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１０に伝達される。偏光子５１０の偏光の方向は、レーザー５０２の偏光の方向と一致す
るように選択される。したがって、偏光子５１０を通過する光の量は、ビーム５０８の偏
光がどのくらい元の方向と異なるかに依存し、それゆえにビーム５０８の強度は画像デー
タにより変調される。
【００２４】
　あるいは、レーザーの変調が図６に示される回路網により達成され得る。本発明の一実
施形態において、レーザー６００からのＩＲ光は、周波数２倍結晶６０２によって短波長
の光（たとえば、緑または青）に変換され得る。電極６０４を介して結晶６０２に電圧を
印加すると、結晶６０２内部で、入力ＩＲビーム６０６と出力可視ビーム６０８との間の
位相整合状況が変化し、したがって変換効率および出力パワーが変化する。変調装置６１
０は画像データに従う電圧を発生させる。さらに、バイアス発生装置６１２は、結晶６０
２上のバイアス電圧を、結晶６０２内の温度変化の補正および最良の位相整合状況の保存
のために変化させ得る。
【００２５】
　図７は、レーザー光を変調するために使用され得る回路網の他の実施形態を図解する。
ビームスプリッター７００は、レーザー７０４からの光線７０２を２つの副ビーム７０６
、７０８に分割する。ビーム７０６はビームコンバイナー７１０に向かって直進するが、
ビーム７０８は光学遅延素子７１２（例えば、マイクロマシン化された、または電気光学
的な）を通過し、画像データに従う変調装置７１４により制御される遅延を導入する。ビ
ーム７０６、７０８がコンバイナー７１０によって再結合される際、出力ビーム７１６の
強度はビーム７０６、７０８間の位相相関に依存して変化する。２本のビームが同位相の
（すなわち、ゼロ遅延がビーム７０８に適用される）場合、出力ビーム７１６の強度は最
も高くなる。２本のビームが逆位相の（すなわち、ビーム７０８が半周期遅延される）場
合、出力強度はゼロになる。
【００２６】
　レーザー光の変調も、図８に展示した回路網により与えられる。レーザー８００は、電
源８０２から第１電流供給源８０４を介して一定のバイアス電流を供給される。電流供給
源８０４は制御装置８０６により制御され、その制御装置は、増幅器８１０を介して伝え
られる、レーザー光ダイオード８０８からのフィードバック信号と、予め選択されたレベ
ルとを周期的に比較する。第２電流供給源８１２は、流入する画像データに従い、変調装
置８１４によって制御され、その電流は第１電流供給源８０４からの電流に加えられる。
第１電流供給源８０４は、第２電流供給源８１２からの電流が実質的にゼロの場合、レー
ザー８００が放射しきい値の真上に存在するという方法により調節される。第２電流供給
源８１２は、画像データが最大強度を要求する際、供給源８０４、８１２からの結合電流
によって駆動されたレーザー８００が全出力で放射されるという方法により調節される。
適切なキャリブレーション達成のために、フレームの専用部分が変調から免れ得る。
【００２７】
　あるいは、図９に示したように、第２供給源からの電流は、第１供給源８０４からの電
流に加えられるというよりはむしろ、その電流から差し引かれる。この場合、第１電流供
給源８０４は、第２供給源８１２からの電流がゼロの際、レーザー８００が全出力で放射
されるという方法によって調節される。第２供給源８１２からの電流は画像データの値に
反比例する。したがって、画像データがゼロ強度を要求する際、第２供給源８１２からの
電流は最大になり、レーザー８００は放射しきい値の真上に存在する。
【００２８】
　あるいは、変調装置８１４も、画像データがゼロ強度を要求する際（図１０）、第１電
流供給源８０４を完全に切断することが可能であり得る。この場合、バイアス電流がレー
ザー８００を介して流れず、そのため電力が保存され得る。
【００２９】
　図１１を参照すると、さらに他の代案が、パルス幅変調モードにおいて作用する変調装
置８１４とともに図解される。光ダイオード８０８、増幅器８１０および制御装置８０６
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からなるフィードバックループは、電流が有効になる際、レーザー８００が全出力で放射
されるという方法によって、いまだに供給源８０４の電流を調節する。ＰＤＭ変調装置８
１４は画像データに比例する時間において、電流のオンまたはオフを切り換える。
【００３０】
　図１２において示される、さらなる他の代替的な実施形態において、出力電圧がレーザ
ー８００上でドロップアウト電圧の変化をたどるという方法において、電源８０２が、可
変電圧を伝達することが可能で、増幅器１２００および制御装置１２０２によって制御さ
れる場合、レーザー変調システムの電力効率が向上され得る。
【００３１】
　当業者は、図８～１２に表された種々の回路が、本発明の精神および範囲から逸脱する
ことなく、グランドケースレーザーの代わりにホットケースレーザーを適応するように容
易に修正され得ることを認識する。
【００３２】
　図１３を参照して、上記した通り、システムは、２枚の鏡１３０４、１３０６を通るレ
ーザー１３０２からの集束ビームにより、スクリーン１３００上に画像を表示させるよう
に配置される。本発明の一実施形態において、スクリーン１３００は蛍光被覆のスクリー
ン１３００という形態をとり得る。本発明の一実施形態において、スクリーン１３００は
アップコンバーティング蛍光体（入射光線よりも短波長の光を放射する物質）によって被
覆され得る。この場合、レーザー１３０２は赤外線レーザーの形態をとり得る。あるいは
、青または紫外線のレーザーが、「標準な」ダウンコンバーティング蛍光体をスクリーン
１３００に適用させる状態で使用され得る。
【００３３】
　フルカラー画像は、三原色に対応する発光波長をもった３つの蛍光体の合成により被覆
されたスクリーンを用いることにより作られ得、３本のレーザー１４００、１４０２、１
４０４は、３本のレーザーの吸収帯から放射され、各レーザーが一原色に対応して画像を
描く（図１４）。蛍光体は任意の組み合わせにおいてアップコンバーティング、ダウンコ
ンバーティングのどちらでもよい。また、１つ以上の色がレーザーにより直接描かれ得る
。例えば、スクリーン１３００は、約８０８ｎｍの吸収ピークおよび約４６０ｎｍの放射
ピークを持つアップコンバーティング蛍光体（青色）と、約４０５ｎｍの吸収ピークおよ
び約５５０ｎｍの放射ピークを持つダウンコンバーティング蛍光体（緑色）の混合体によ
り被覆され得る。画像の赤色部分は６３５ｎｍの可視レーザーによって直接描かれ得、そ
のレーザーは蛍光体との相互作用なしにスクリーンから反射される。青色部分は８０８ｎ
ｍのＩＲレーザーにより描かれ、一方で緑色部分は４０５ｎｍの紫色レーザーにより描か
れる。
【００３４】
　あるいは、図１５に示されるように、スクリーン１３００は、三原色に対応する発光波
長および近接した吸収波長を持つ異なる蛍光体のドット１５００または線１５０２を含み
得る。全部で３つの蛍光体が、共通の吸収波長において、１本のレーザー放射により励起
され得、一方で画像の色要素は、それぞれの色画素または色線を交差する間にレーザーの
強度を変調することで、表現される。
【００３５】
　レーザービームは発振または回転する鏡によって走査され得、鏡は多角形を含む、多様
な形態をとり得る。レーザービームも、レーザーに対して１つのレンズまたは複数のレン
ズのアレイを直線的に移動させることによって、またはレンズに対して１つのレンズまた
は複数のレンズのアレイを直線的に移動させることによって走査される。
【００３６】
　ブレーズド回折格子（図１６Ａ）は、回折格子のパラメーターが式１を満たす際は、実
質的に完璧な鏡として作用する。一般的に、回折格子の近接する２本の線の端から反射さ
れた光の位相遅延が波長の倍数に等しい際に発生する。実質的に類似した状況が、アレイ
ピッチが固定される間に、転向および同時に上方または下方移動する微小鏡のアレイによ
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って任意の走査角度が観察され得る（図１６Ｂ）。
【００３７】
　あるいは、実質的に類似な効果が、小さな鏡のアレイによって達成され得、その鏡は上
下方向のみに移動するが（図１６Ｃ）、鏡の大きさは可視光の波長と同等である（Ｓｉｌ
ｉｃｏｎ　Ｌｉｇｈｔ　ＭａｃｈｉｎｅのＧＬＶと同様）。
【００３８】
　特定の結晶に音響波を誘導すると、音響波の波長と同等の周期を持つ回折格子に向かう
ように転向される。それゆえ、レーザービームは、音響周波数を変化させる間にそのよう
な結晶にレーザービームを通過させることによって走査され得る。
【００３９】
　走査鏡の絶対的な位置に関する情報は、間接的に抽出され得る。例えば、図１８に示し
たように、圧電要素１８００は、鏡１８０２を走査する力を生成するために使用され得る
。圧電要素１８００によって発生させられた電圧を測定することにより、生じた力の量お
よび、それゆえに鏡１８０２の角度の移動が得られ得る。図解された実施形態において、
圧電要素１８００は基部１８０４上に備え付けられ、ヒンジ１８０６により発生させられ
た力を受ける。鏡１８０２の偏向角は通常、ヒンジが発生させるトルクに比例するので、
圧電要素１８００からの電圧も偏向に比例する。圧電要素１８００は本質的にコンデンサ
ーであり、インピーダンスは極めて高くなり得（特に低周波数においては）高い入力イン
ピーダンスによる信号調整装置１８０８が有用であり得る。
【００４０】
　当業者は、本発明における代替的な実施形態において、圧電要素１８００は、図１９に
示されるように曲げ型の形態をとり得ることを認識する。
【００４１】
　位置センサーも走査鏡の位置を検知するために使用され得る。図２０に示されるように
、比較的小さな磁石２０００は鏡１８０２に取り付けられ得、定常コイル２００２は鏡１
８０２の角速度を決定するために使用され得る。すなわち、コイル２００２における電圧
は、合理的に小さな走査角の場合に速度に比例する。速度は、鏡の位置の導関数なので、
位置は速度フィードバック信号を積分することで決定され得る。当業者は磁石２０００お
よびコイル２００２の位置および移動が、本発明の精神および範囲を逸脱することなく逆
転され得ることを認識する。すなわち、コイル２００２は、永久磁石２０００が静止して
いるときは鏡１８０２上に存在し得る。
【００４２】
　あるいは、外部の永久磁石によって磁化された、軟磁性体の比較的小さな要素は、本発
明の精神および範囲を逸脱することなく、使用され得る。
【００４３】
　図２１を参照して、鏡の位置も鏡１８０２上に配置された電極２１００と、その電極と
間隔を空けて配置された静止電極２１０２との間の静電容量を測定することにより決定さ
れ得る。電流供給源２１０４からの電流は印加され得、結果として抵抗体２１０６を横切
ってドロップアウトする電圧は、鏡の位置の示度として計測され得る。当業者は、鏡１８
０２自体が導電性の場合、電極２１００が必要でなくあり得ることを認識する。
【００４４】
　図２２に示した通り、鏡の位置も、鏡１８０２によって反射され光検知器２２０２に向
かう、光源２２００からの光量を測定することにより決定され得る。特に有利な光学的配
置が、図２３Ａおよび２３Ｂに上面図および側面図として示され、光源２２００および検
知器２２０２のＦＯＶがレンズ２３００により平行にさせられる。この場合、検知器２２
０２は鏡１８０２の表面が、レンズ２３００からの平行な光線の方向に実質的に垂直であ
る際に、はっきりした光パルスを検知する。
【００４５】
　異なる傾斜角および光学倍率を有する、種々のレンズ群１７００または鏡群１７０２は
、ＬＰＤ投影機１７０４のＦＯＶ内に配置され得、従って、様々な大きさおよび分解能の
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複合画像を生成する。例えば、遠くに小さくて高分解能な画像１７０６、近くに大きくて
低分解能の画像１７０８が発生され得る（図１７）。ＬＰＤ制御装置は、光学素子の位置
について認識している必要があり、従って、各画像に対して意図された画像データを処理
する必要がある。
【００４６】
　いくつかの適用において、多種の特別に設計されたスクリーンを使用するために有用で
あり得る。例えば、ＬＰＤスクリーンにより発散させられた光は、特別に設計されたスク
リーンとの角度が１８０度より狭くなるように方向付けられ得る。スクリーンは回折また
はホログラフィックなパターンを有し得、そのパターンは、光が制御可能な角度に反射（
反射投影）または発散（透過投影）することを保証する（図２４）。あるいは、スクリー
ンは、透過投影においては、複数の屈折レンズ２５００のアレイ（図２５Ａ）、または反
射投影においては、複数の鏡２５０２（図２５Ｂ）からなり、光を比較的狭い角度に方向
付ける。
【００４７】
　図２６に示したように、複数のレンズは、スクリーン上の全ての点からの光を、光が入
射してくる方向にかかわりなく、同一の方向に向ける構造２６００を形成するためにプリ
ズムと結合され得る。この結合により、一様な視角を広い走査角のＬＰＤが獲得できる。
類似のアイデアも反射投影スクリーンにおいて鏡、または発散式スクリーンを用いてイン
プリメントされ得る。
【００４８】
　典型的に、位相同期ループ回路は、電圧制御発振器（ＶＣＯ）２７００、ディバイダー
２７０２、位相検知器２７０４および増幅器２７０６からなり、それらは外部基準信号に
、ＶＣＯ出力信号の周波数および位相を同期するために作用する（図２７Ａ）。外部基準
信号の周波数に前もって同期された周波数の信号が既に存在する場合、位相は電圧制御遅
延回路２７０８とＶＣＯを交換することにより同期され得る（図２７Ｂ）。
【００４９】
　ＬＰＤにおいて共振鏡が使用される場合、走査プロフィールは、線形以外になり得、正
弦であり得る場合もある。それゆえに、ビームは、図２８Ａに図式的に示したように、ク
ロックティック（ｃｌｏｃｋ　ｔｉｃｋ）毎に様々な距離を移動する。鏡の移動の非線形
特性を補正するために、元の画像１ピクセルのデータを、現在の鏡の位置に依存するＬＰ
Ｄ出力データの数クロックティック分に割り当てる、ルックアップテーブル２８００（図
２８Ｂ）が使用され得る。
【００５０】
　レーザービームにより、スクリーン上の特定の点まで伝達された光の量は、ビームが移
動する速度に反比例するので、レーザーの動力も比例的に減少させるべきである。この機
能も図２８Ｂに示されるルックアップテーブルに類似したルックアップテーブルの配置に
より達成され得る。
【００５１】
　図２９Ａは、従来のＣＲＴにおける典型的な電子ビーム走査経路を様式的に図解する。
通常、電子ビームは、画面を横切る一方向にゆっくりと移動させられ、その後素早く後方
に戻される。普通、データは前方横断においてのみクロックされる。しかしながら、本発
明のＬＰＤにおいて、ＬＰＤは、図２９Ｂに示されたレーザービーム経路の様式的な説明
によって描かれるように、両方向において同一速度で走査する。それゆえ、データは前方
および後方走査の間に供給されるが、データのすべてのセカンドラインは、走査が逆転し
た方向で行われるので、逆転される必要がある。このデータの逆転は、図２９Ｃに示した
ように双方向シフトバッファー２９００を用いる本発明の一実施形態において達成される
。画像データは、同じ順序において元の画像内に配置されるようにシフトバッファー２９
００へロードされる。例えば、左から右へ。フリップフロップ２９０２は各線上できっか
けとなり、従って、バッファー２９００のシフト方向を変化させ、その変化により逆転走
査上でデータの逆転を順応させる。
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【００５２】
　本発明のいくつかの実施形態において、駆動電流が閉ループ制御により調節される場合
、一方向に一定の速度で移動するように走査鏡に強制することは有用であり得、一方で、
独自の共振速度によって後方にジャンプする（図３０、曲線２）。図３０の曲線１は、基
準用の正常な正弦走査プロファイルを示す。
【００５３】
　図３１に図解した実施形態において、鏡３１００は組み込みのフィードバックユニット
３１０２を有し、そのユニットは、鏡３１００の速度および位置情報双方を抽出すること
が可能である。このようなフィードバックは上記した通り、圧電的またはその他であり得
る。各定速サイクルの開始時に、鏡の制御装置３１０４は望ましい速度を設定し、その速
度は誤差増幅器３１０６により速度フィードバックと比較される。誤差増幅器３１０６の
出力端子は、鏡のドライバー３１０８に接続され、ドライバー３１０８の出力電流は、制
御装置３１０４により設定された値に対する鏡の速度の偏差が最小になるように、連続的
に調節される。制御装置３１０４も鏡の終端位置を設定し、その位置はコンパレーター３
１１０によって速度フィードバックと比較される。鏡３１００が終端位置に到着するや否
や、コンパレーター３１１０はドライバー３１０８の出力信号を高インピーダンス状態に
切り換え、そのため、鏡３１００はヒンジのトルクの下で、揺れ戻る。反対の終端位置に
到着すると、コンパレーター３１１０はドライバー３１０８を元の状態に切り換え、新た
なサイクルが開始される。
【００５４】
　あるいは、図３１Ｂに示されたように、ドライバー３１０８は制御装置３１０４の全制
御下にあり得、相応のフィードバック信号の処理およびドライバー３１０８の調節を行う
。この場合、ドライバー３１０８の連続的な調節の代わりに、制御装置３１０４は所定の
サイクルを繰り返し得、一方でサイクル間に小さな変化を生じさせる。随意的に、制御装
置３１０４は、ホスト制御装置からの垂直同期パルスと同期され得る。
【００５５】
　図３２から図３６を参照して、レーザー投影ディスプレイの視野性能を向上させるため
に有用であり得る、本発明の様々な実施形態を示す。例えば、図３２に示された実施形態
において、ＬＰＤ３２００は、ＬＰＤ３２００から放射されたレーザー光の特別な波長に
対して相互作用するように設計され、特別に構築されたスクリーン３２０２上にレーザー
光を投影するように配置される。本発明の一実施形態において、ＬＰＤ３２００は、それ
ぞれ緑色光、赤外光および紫外光を放射する３本のレーザーを用いて構築され得る。マル
チカラーディスプレイを構築するために一般に使用される伝統的な（赤色、青色および緑
色の）光を得るために、スクリーン３２０２は、赤外光を赤色光に変換（アップコンバー
ト）および紫外光を青色光に変換（ダウンコンバート）する物質によって構築される。
【００５６】
　スクリーン３２０２の構築に使用され得る物質の一形式は、既知の光輝性物質である。
例えば、スクリーン３２０２は、第２の予め選択された波長を有する光により照射された
際に、第１の予め選択された波長の光を発光する、または放射することによって反応する
蛍光体で少なくとも部分的に処置または被覆され得る。従って、当業者はＬＰＤ３２００
において赤外レーザーが、赤色光の成分を有することを意味するスクリーンの一部分を照
射するために制御され得ることを認識する。赤外光によって照射される範囲のスクリーン
３２０２上に配置される蛍光体は、赤色光を発光および放射することにより赤外光に応答
する。同様に、紫外光によって照射される範囲のスクリーン３２０２上に配置される蛍光
体は、青色光を発光および放射することにより紫外光に応答する。従って、スクリーン３
２０２を見ている人物は、美的に心地よいマルチカラーディスプレイを生成するために、
スクリーン上の様々な場所で、赤、青および緑色の光の好ましい配合を知覚する。
【００５７】
　本発明の代替的な実施形態において、ＬＰＤ３２００は、それぞれ緑色光、赤色光およ
び３７０～４０５ｎｍの範囲内の光を放射する３本のレーザーを用いて構築され得る。３
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７０～４０５ｎｍの範囲のレーザー光は、例えば従来的な白いスクリーン（紙で構築され
ている）に投影された際は、青の冷光を発する（ｐｈｏｔｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅ）傾向が
ある。従って、この代替的な実施形態において、簡略化したスクリーン３２０２は、赤色
および緑色のレーザー光が白い紙製のスクリーンによって反射され、３７０～４０５ｎｍ
の光は青い冷光を発するので、従来的なマルチカラーディスプレイを依然として提供しな
がら使用され得る。
【００５８】
　当業者はこれら２つの実施形態の側面が、種々の中間実施形態を発生させるために結合
され得ることを認識する。例えば、ＬＰＤ３２００は、緑色光、赤外光および３７０～４
０５ｎｍの範囲の光をそれぞれ放射する３本のレーザーを用いて構築され得る。スクリー
ン３２０２の、少なくとも一部は、３７０～４０５ｎｍの光を青く冷光させる（紙のよう
な）従来的な白い物質で構築され得る。さらにスクリーン３２０２は、赤外レーザー光で
照射された際に、赤色光を放射する蛍光体で少なくとも部分的に被覆され得る。
【００５９】
　さらに、当業者は、縮小されたマルチカラーの能力を有するシステムが、赤色と青色の
光、青色と緑色の光、または赤色と緑色の光の組み合わせのみを発生する２本のレーザー
システムを用いることで発生させ得ることを認識する。
【００６０】
　いくつかの適用において、広く「グローインザダーク（ｇｌｏｗ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｄａ
ｒｋ」として知られる実質的な残光持続性を示す蛍光体物質を使用することは有用であり
得る。一旦照射されると、これらの物質はイルミネーションが除去された後においても比
較的長期間発光することが知られている。これらの物質の残光持続性は、標識にとって有
用なスクリーンまたはより高い分解能のスクリーンを生成することにとって有用であり得
る。物質の残光持続性は通常、頻繁に照射される必要がないことを意味し、任意の顕著な
「閃光」なしにゆっくりとしたリフレッシュ速度を可能にする。ゆっくりとしたリフレッ
シュ速度は通常、ＬＰＤが、より密接してぎっしり詰められた多くの走査線を有するよう
にプログラムされ得ることを意味する。当業者は、より多くの走査線が、高分解能へと変
換されることを容易に認識する。
【００６１】
　図３３Ａおよび３３Ｂを参照すると、レーザースペックルを減少するように配置された
スクリーン３３０２を照射する、ＬＰＤ３３００が図解される。スクリーン３３０２のと
てもわずかな移動または発振がレーザースペックルを消去または少なくとも減少する傾向
にあることが観測される。従って、図３３Ａに図解した本発明の第１の実施形態において
、スクリーン３３０２は移動を制限するためにフレーム３３０６と結合される。移動を制
限することは、例えば、フレーム３３０６とスクリーン３３０２との間で伸長している複
数のバネ３３０４によって達成され得る「ゆるい」結合により提供される。線形アクチュ
エーターのようなアクチュエーター３３０８も、アクチュエーターが時間変化する信号に
より励起させられる際にスクリーン３２０２を振動または移動させるように、スクリーン
３３０２と結合される。スクリーン３２０２に引き起こされる振動は小さく、スクリーン
３３０２を見ている人物にとって容易に明白でない可能性もある。
【００６２】
　図３３Ｂに図解された代替的な実施形態において、２層のスクリーン３３１０が図解さ
れる。この実施形態において、スクリーン３３１０は、ＬＰＤ３３００からのレーザー光
を受け、背面投影スクリーン３３１４上にレーザー光の焦点を合わせるフレネルレンズの
ようなレンズ３３１２を含む。画像はスクリーン３３１４上に形成され、スクリーン３３
１４の前に配置された位置３３１６から人物が見る。本発明のこの実施形態において、ス
ペックルはレンズ３３１２を移動または振動させることにより減少または実質的に排除さ
れ得る。この様式において、スクリーン３３１４は、レンズ３３１２が非常にわずかな振
動をしている間に、実質的に静止したままである。フレーム３３１８はスクリーン３３１
４に固定して結合され、レンズ３３１２には移動可能に結合される。本発明の一実施形態
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において、移動可能な結合は、フレーム３３１８とレンズ３３１２との間に伸びている１
つ以上のバネ３３２０により達成され得る。図３３Ａに図解された実施形態のように、ア
クチュエーター３３０８は、アクチュエーター３３０８が時間変化する信号によって励起
された際にレンズ３３１２を振動または移動させるようにレンズ３３１２に結合される。
【００６３】
　図３４は、コントラストを強調するために偏光を使用するＬＰＤシステムを様式的に図
解する。図解された実施形態において、ＬＰＤ３４００が、スクリーン３４０２の後部面
上にレーザー光を投影する様子を図解される。偏光フィルム３４０４は、ＬＰＤ３４００
からのレーザー光がスクリーン３４０２上に表示される前に偏光フィルム３４０４を通過
するように、スクリーン３４０２の後部面に近接して配置される。ＬＰＤ３４００から放
射されたレーザー光も偏光フィルム３４０４の方向に整合するような様式で偏光される。
ＬＰＤ３４００により発生させられた偏光されたレーザー光の再配向は、必要に応じて、
レーザー光の光学的経路に半波長プレート３４０６を挿入するなどの種々の周知の手法の
うちの任意の手法を用いることで達成され得る。偏光フィルム３４０４の方向に整合する
ように偏光されたレーザー光によって、実質的に全ての入射レーザー光は、偏光フィルム
３４０４を通過してスクリーン３４０２上に表示される。しかしながら、任意の周辺光ま
たは散乱したレーザー光は偏光フィルム３４０４の方向に整合するようには偏光されず、
従って、この好ましくない周辺光または散乱光の実質的に半分が偏光フィルム３４０４に
よって遮断される。従って、入射レーザー光が実質的に全出力である間、妨害する周辺ま
たは散乱光が実質的に減少され、実質的に強調されたコントラストを提供する。
【００６４】
　図３５Ａを参照して、単色レーザーまたは白黒レーザーＬＰＤ３５００が限定されたマ
ルチカラーディスプレイを提供するように図解される。スクリーン３５０２は、共通の光
源により照射された際に多種の色の光を発光または放射する、蛍光体のような光輝性物質
によって処置される。すなわち、各蛍光体は、同一の白黒レーザー光により照射されたこ
とに応答して、独自の区別可能な色で発光する。スクリーン３５０２は、白黒レーザー光
により照射された際に青色に発光する蛍光体によって被覆または処置された第１範囲３５
０４を有するように構築され得る。同様に、スクリーン３５０２は、白黒レーザー光によ
り照射された際に赤色に発光する蛍光体によって被覆または処置された第２範囲３５０６
を有するように構築され得る。範囲３５０８、３５１０は、それぞれ緑色および黄色に発
光するように、同様に構築され得る。
【００６５】
　図３５Ｂは、自動車に適用される際に有用であり得るスクリーン３５０２の一実施形態
を図解する。種々のゲージ、警告灯、娯楽アイテムおよびその他が、種々の蛍光体を用い
てスクリーン３５０２上に構築または描かれ得る。例えば、警告灯３５１２は照射された
際に赤色に発光する蛍光体を用いてスクリーン３５０２上に構築され得、他方で速度計３
５１４および回転計３５１６、燃料計３５１８およびその他のようなゲージは青色または
緑色に発光する蛍光体を用いて構築され得る。従って、白黒レーザーＬＰＤ３５００はス
クリーン３５０２の種々の部分を照射するように制御される際、蛍光体は適切な色で発光
し、自動車の運転者に有用な情報を提供し、その色は、情報および／または緊急事項の形
式を示す。
【００６６】
　そうではないと具体的に述べられていない場合は、または議論から明らかな場合、「処
理する」、「演算する」、「計算する」、「決定する」、「表示する」またはその他同様
の用語は、コンピューターシステムのレジスターおよびメモリー内の物理的、電子的な量
として表されるデータを、コンピューターシステムのメモリーまたはレジスターまたはそ
の他の情報記憶装置、伝送またはディスプレイ装置のようなものの内部における物理量と
して同様に表されるその他のデータに、操作および変換する、コンピューターシステム、
または同様の電子演算装置の動作および処理のことをいう。
【００６７】
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　当業者は、本明細書中の様々な実施形態に図解される様々なシステムレイヤー、ルーチ
ンまたはモジュールが、実行可能な制御ユニットであり得ることを認識する。制御ユニッ
トはマイクロプロセッサー、マイクロコントローラー、デジタル信号処理装置、処理装置
カード（１つ以上のマイクロプロセッサーまたは制御装置を含む）、または、その他の制
御装置または演算装置を含み得る。本議論でいう記憶装置とは、１つ以上の機械読み取り
可能な、データおよび命令を記憶するための記憶装置媒体を含み得る。記憶装置媒体は、
動的または静的ランダムアクセスメモリー（ＤＲＡＭまたはＳＲＡＭ）、消去可能でプロ
グラム可能な読み取り専用メモリー（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能でプログラム可能
な読み取り専用メモリー（ＥＥＰＲＯＭ）およびフラッシュメモリーのような半導体メモ
リー装置；固定ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、リムーバブルディスクのよ
うな磁気ディスク；磁気テープを含むその他の磁気媒体；およびコンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）またはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ）のような光学的媒体、を含むメモリーの様
々な形態を含み得る。種々のシステムにおける種々のソフトウェアレイヤー、ルーチン、
またはモジュールを作り上げる命令はそれぞれの記憶装置に記憶され得る。制御ユニット
により実行された際、命令は対応するシステムに、プログラムされた行動を実行させる。
【００６８】
　上記に開示された特定の実施形態は例示に過ぎず、本発明は、改変され得、本明細書の
教示の利益を有して、当業者にとって明らかである同等であるが異なる形態で実行され得
る。さらに、添付の特許請求の範囲を除いて、本明細書に示されている構築物または設計
の詳細へと制限する意図はない。結果的に、本開示の利益をもって、当業者によって理解
されるように、記載したシステムをインプリメントおよび使用するために必要な処理回路
網は、特定用途向け集積回路、ソフトウェア駆動処理回路網、ファームウェア、プログラ
マブルロジックデバイス、ハードウェア、上記構成要素の個別の部品または配置において
、インプリメントされ得る。従って、上記で開示した特定の実施形態が変更または改変さ
れ得、このような全ての変形物が本発明の範囲および精神内であると考慮されることは、
明らかである。従って、本明細書で求める保護を添付の特許請求の範囲において記載する
。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
　本発明は、添付する図面と関連させて以下の記載を参照することにより理解され得、図
面中の類似する参照数字は類似する要素を識別する。
【図１】図１は、本発明において使用され得るレーザー投影装置（ＬＰＤ）の一実施形態
の平面図を様式的に表したブロック図である。
【図２】図２は、図１に示された画面の様式図である。
【図３】図３Ａおよび３Ｂは、走査装置が作用している種々の時間における平面図を描い
ている。
【図４】図４は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御作用
に使用され得る回路の一実施形態である。
【図５】図５は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御作用
に使用され得る回路の一実施形態である。
【図６】図６は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御作用
に使用され得る回路の一実施形態である。
【図７】図７は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御作用
に使用され得る回路の一実施形態である。
【図８】図８は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御作用
に使用され得る回路の一実施形態である。
【図９】図９は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御作用
に使用され得る回路の一実施形態である。
【図１０】図１０は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御
作用に使用され得る回路の一実施形態である。
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【図１１】図１１は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御
作用に使用され得る回路の一実施形態である。
【図１２】図１２は、図１～４に記載されたシステムにおいて使用されるレーザーの制御
作用に使用され得る回路の一実施形態である。
【図１３】図１３は、マルチカラーディスプレイを生成することが可能なシステムの一実
施形態を様式的に示している。
【図１４】図１４は、マルチカラーディスプレイを生成することが可能なシステムの一実
施形態を様式的に示している。
【図１５】図１５は、マルチカラーディスプレイを生成することが可能なシステムの一実
施形態を様式的に示している。
【図１６】図１６Ａ～Ｃは、本発明において使用され得る鏡の構造の実施形態を様式的に
示している。
【図１７】図１７は、１つのＬＰＤから２つのディスプレイを提供する、鏡およびレンズ
の配置を様式的に示している。
【図１８】図１８は、鏡の位置を決定するシステムの一実施形態を様式的に示している。
【図１９】図１９は、鏡の位置を決定するシステムの一実施形態を様式的に示している。
【図２０】図２０は、鏡の位置を決定するシステムの一実施形態を様式的に示している。
【図２１】図２１は、鏡の位置を決定するシステムの一実施形態を様式的に示している。
【図２２】図２２は、鏡の位置を決定するシステムの一実施形態を様式的に示している。
【図２３】図２３は、鏡の位置を決定するシステムの一実施形態を様式的に示している。
【図２４】図２４は、ＬＰＤとともに使用され得る画面の２形式の拡大図である。
【図２５】図２５Ａおよび２５Ｂは、ＬＰＤとともに使用され得る２つのスクリーンの実
施形態を様式的に図解している。
【図２６】図２６は、ＬＰＤとともに使用され得るスクリーンの一実施形態を様式的に図
解している。
【図２７】図２７Ａおよび２７Ｂは、本発明において使用され得る電圧制御発振器の二実
施形態を様式的に図解している。
【図２８】図２８Ａおよび２８Ｂは、ビームの位置対時間のグラフおよびグラフの非線形
な側面を補正するためのルックアップテーブルを様式的に図解している。
【図２９】図２９Ａ～Ｃは、逆転トラッキングを補正するために使用されるビームトラッ
キングパターンおよびバッファー配置を様式的に図解している。
【図３０】図３０は、時間の関数としての鏡の速度を様式的に図解している。
【図３１】図３１Ａおよび３１Ｂは、鏡の速度および位置の閉ループ制御のためのシステ
ムの代替的な実施形態を図解している。
【図３２】図３２は、予め選択された周波数のレーザー光を、異なる周波数の光にアップ
コンバートおよび／またはダウンコンバートすることを可能にする特別なスクリーンとレ
ーザー投影装置の様式化した表現を図解している。
【図３３】図３３Ａおよび３３Ｂは、レーザースペックルを減少させるように設定された
スクリーン構築物の様式化した表現を図解している。
【図３４】図３４は、偏光によりコントラストを強調するように設定されたレーザー投影
装置およびスクリーンの様式化した表現を図解している。
【図３５】図３５Ａおよび３５Ｂは、白黒レーザー投影装置により照射された際に、異な
る周波数において冷光を発するように設定された、様々な範囲のスクリーンと白黒レーザ
ー投影装置の様式化した表現を図解している。
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